
　

私

た

ち

４

人

は

、

草

莽

崛

起

（

そ

う

も

う

く

っ

き

）

の

精

神

に

立

ち

、

会

派

「

か

け

は

し

」

の

結

成

を

宣

言

し

ま

し

た

。

　

「

草

莽

」

は

、

中

国

の

古

典

で

あ

る

「

孟

子

」

の

中

で

、

草

木

の

間

に

潜

む

隠

者

を

指

し

て

使

わ

れ

、

転

じ

て

民

衆

を

指

す

よ

う

に

な

り

し

ま

し

た

。

「

崛

起

」

と

は

一

斉

に

立

ち

上

が

る

こ

と

。

「

在

野

の

人

よ

、

立

ち

上

が

れ

」

と

い

う

意

味

で

す

。

　

吉

田

松

陰

が

提

唱

し

、

幕

末

の

志

士

た

ち

の

精

神

的

な

支

柱

と

な

っ

た

理

論

で

す

。

大

企

業

や

多

く

の

構

成

員

を

抱

え

る

組

織

よ

り

、

県

民

お

一

人

お

一

人

を

大

切

し

た

い

と

い

う

思

い

も

重

ね

て

い

ま

す

。

　

憲

法

や

人

権

の

教

科

書

に

は

、

人

間

と

市

民

の

権

利

宣

言

や

バ

ー

ジ

ニ

ア

権

利

章

典

な

ど

が

紹

介

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

後

世

、

こ

の

結

成

宣

言

が

、

日

本

の

地

方

自

治

や

地

方

議

会

を

考

え

る

上

で

、

タ

ー

ニ

ン

グ

ポ

イ

ン

ト

に

な

っ

た

と

言

わ

れ

る

よ

う

に

、

議

会

活

動

を

進

め

て

い

き

ま

す

。

ど

う

か

、

み

な

さ

ん

、

応

援

し

て

下

さ

い

。

　

会

派

「

か

け

は

し

」

は

５

月

11

日

、

６

月

補

正

予

算

に

対

す

る

要

望

書

を

提

出

し

、

平

井

知

事

、

副

知

事

、

教

育

長

、

総

務

部

長

、

財

政

課

長

と

会

談

し

ま

し

た

。

会

談

時

間

は

交

渉

団

体

が

40

分

間

、

そ

の

他

の

会

派

が

10

分

、

１

人

会

派

が

３

人

合

わ

せ

て

10

分

と

い

う

設

定

。

４

人

で

会

派

を

組

み

、

交

渉

団

体

と

な

っ

た

意

味

の

大

き

さ

を

改

め

て

感

じ

ま

し

た

。

　

被

災

者

の

受

け

入

れ

に

つ

い

て

、

知

事

も

私

た

ち

と

同

じ

思

い

を

共

有

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

り

、

ホ

ッ

と

し

ま

し

た

。

福

祉

生

活

病

院

委

員

会

で

も

議

論

し

ま

し

た

が

、

避

難

し

て

こ

ら

れ

た

方

々

に

対

す

る

生

活

再

建

支

援

金

や

鳥

取

県

に

を

移

転

し

よ

う

と

し

て

い

る

企

業

方

に

対

す

る

支

援

制

度

な

ど

、

提

案

し

よ

う

と

思

っ

て

い

た

こ

と

が

、

既

に

６

月

補

正

予

算

案

に

組

ま

れ

て

い

ま

し

た

。

孫

正

義

氏

の

動

き

で

注

目

を

集

め

て

い

る

の

が

太

陽

光

発

電

所

で

す

。

エ

ネ

ル

ギ

ー

供

給

業

者

や

学

術

機

関

の

代

表

者

か

ら

な

る

「

と

っ

と

り

環

境

イ

ニ

シ

ア

テ

ィ

ブ

推

進

会

議

」

の

設

置

を

６

月

補

正

予

算

の

中

で

求

め

、

「

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

導

入

モ

デ

ル

事

業

（

１

４

１

６

万

円

）

」

、

「

と

っ

と

り

農

村

発

自

然

エ

ネ

ル

ギ

ー

導

入

モ

デ

ル

調

査

事

業

（

１

４

７

５

万

円

）

」

を

計

画

中

で

、

こ

の

動

き

の

中

で

対

応

す

る

ほ

か

、

平

井

知

事

は

「

メ

ガ

太

陽

光

発

電

所

も

手

を

上

げ

て

い

き

た

い

」

と

積

極

的

な

姿

勢

を

示

さ

れ

ま

し

た

。

　

総

合

評

価

方

式

の

見

直

し

も

、

「

も

と

も

と

県

議

会

側

か

ら

提

案

で

導

入

し

た

も

の

で

、

よ

り

良

い

制

度

を

提

案

し

て

く

れ

れ

ば

見

直

し

ま

す

」

と

約

束

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

 ２０１１年５月３０日
 政務レポート「りれーしょん」
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県
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未

来
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太

陽

光

発

電

所

に

前

向

き

　

鳥

取

県

は

今

、

地

域

経

済

が

停

滞

し

て

い

ま

す

。

若

者

の

働

く

場

所

も

少

な

く

、

経

済

、

文

化

、

教

育

な

ど

様

々

な

分

野

で

大

都

市

圏

と

の

格

差

が

拡

大

し

て

い

ま

す

。

高

齢

化

も

急

速

に

進

展

し

、

団

塊

の

世

代

が

75

歳

を

超

え

る

２

０

２

５

年

ま

で

に

抜

本

的

な

解

決

策

を

確

立

せ

ね

ば

危

機

的

状

況

に

な

る

こ

と

は

必

定

で

す

。

子

育

て

世

代

の

支

援

を

充

実

さ

せ

、

若

者

の

定

住

を

促

進

し

、

人

口

減

少

を

く

い

と

め

る

こ

と

も

急

務

で

す

。

こ

の

よ

う

に

鳥

取

県

に

は

課

題

が

山

積

し

、

厳

し

さ

を

増

す

財

政

状

況

の

中

、

県

政

の

か

じ

取

り

は

年

々

難

し

く

な

っ

て

い

ま

す

。

　

私

た

ち

は

こ

の

難

局

を

打

開

す

る

た

め

、

県

議

会

を

県

民

の

み

な

さ

ん

の

た

め

に

議

員

同

士

が

迅

速

か

つ

機

動

的

に

議

論

し

、

建

設

的

な

政

策

立

案

を

し

て

い

け

る

良

識

の

府

に

改

革

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

県

民

の

み

な

さ

ん

の

声

を

小

さ

な

声

ほ

ど

大

切

に

傾

聴

し

、

県

民

の

み

な

さ

ん

の

思

い

を

自

ら

の

思

い

と

し

、

県

政

の

課

題

に

対

し

て

、

県

議

会

の

議

論

で

具

体

的

か

つ

現

実

的

な

解

決

を

目

指

す

こ

と

を

決

意

し

ま

し

た

。

そ

の

た

め

に

は

地

域

政

党

の

結

成

を

視

野

に

入

れ

た

リ

ベ

ラ

ル

な

政

策

集

団

の

結

成

が

何

よ

り

も

必

要

と

考

え

ま

す

。

私

た

ち

は

自

由

と

平

等

を

尊

び

、

県

政

か

ら

不

合

理

と

不

条

理

を

排

除

す

る

と

共

に

、

古

い

慣

行

を

見

直

し

て

い

き

ま

す

。

積

極

的

な

調

査

活

動

の

継

続

と

、

県

議

会

で

徹

底

し

た

議

論

を

尽

く

す

こ

と

で

、

県

民

の

み

な

さ

ま

が

ゆ

と

り

と

豊

か

さ

を

実

感

で

き

る

郷

土

鳥

取

県

を

築

く

た

め

に

、

草

莽

崛

起

（

そ

う

も

う

く

っ

き

）

の

精

神

に

立

ち

、

会

派

「

か

け

は

し

」

の

結

成

を

宣

言

し

ま

す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２

０

１

１

年

４

月

28

日

　

長

谷

川

稔

、

森

岡

俊

夫

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

国

岡

智

志

、

砂

場

隆

浩

会会会会

派派派派

「「「「

かかかか

けけけけ

はははは

しししし

」」」」

結結結結

成成成成

宣宣宣宣

言言言言

６６６６月月月月補補補補正正正正予予予予算算算算にににに対対対対すすすするるるる会会会会派派派派要要要要望望望望書書書書

鳥取県知事　平井伸治様

　　　　　　　　　　会派「かけはし」代表　長谷川稔

　会派「かけはし」は、ゆとり豊かさが感じられる鳥取

県を目指し、以下の事項について、２０１１年６月補

正予算に盛り込まれるように要望するとともに、今後、

強力に推進されますよう申し入れます。

　「震災・危機管理対応」

（１）災害時に重要な役割を果たす病院をはじめ、障が

い者・高齢者入所施設などの耐震整備が進むよう助成

制度を拡充させること。

（２)被災者の受け入れにあたっては被災者の物心両面

のケアに万全を尽くすこと。

（３）メガ太陽光発電所の研究会を立ち上げるなど、原

発に頼らない自然エネルギーの研究を促進すること

（４）県内の主要道路に積雪や凍結計測器の設置を促

進し、的確に状況把握したうえで指示ができる体制を国、

市町村と協力してつくること。

（５）天神川の一級河川堅持による整備推進と、「天神

川河川防災ステーション（仮称）」の整備を図ること。

　「雇用・地域経済対策」

（６）新卒者や若年者の完全雇用に向けて十分な対策を

講じること。

（７）地域企業を支えるため、資金調達や新製品の開発、

販路開拓に対して積極的に支援を行うこと。

（８)過去の業績を中心に入札業者が決まる現行の総合

評価方式の見直しを含め、地域企業を育成できる新しい

入札制度の構築を図ること。

（９）北条湯原道路の早期全線供用開始に向けて、働き

かけを続けること。

　「その他」

（10）国民健康保険の安定的運営に向けて、県内市町村

に対して、運営状況や財政状況を調査し、抜本的見直し

を含めた政策立案のために現状を把握すること。

（11）抜本的な鳥獣害対策を講じるために現状把握調

査を実施すること。


